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 平成 25 年11 月 15日（土）中央公民館と市民ひろばで 5 回目とな 

る環境フェアを行いました。 

２６の事業所や環境活動団体が協力、参画し、展示や体験ブースを 

出展しました。地元産野菜の販売や長岡京名物の竹炭をつかった「ガラ

シャあんかけやきそば」の販売なども行い、約６5０名の来場者でにぎわいました。 

 また子どもたちが日頃の研究や取り組みの成果を発表する「子ども環境フェスティバル」も開催され、

５つの小学校から、３１名の子どもたちが発表を行い、表彰されました。 

  

 

 

 

 

長岡京市立神足小学校 

長岡京市ゲンジボタルを育てる会 

神足小学校では、学年ごとにステップアップしながら、地

域の方々を講師として、環境問題について学び実践していま

す。平成 21 年度から導入された「里山学習」では、学校に

導入されている薪ストーブに使う薪の循環について、地域や

ボランティアの方々の協力のもと、西山をフィールドとして

学習もしています。このような活動が認められ、平成２４年

度に温暖化防止の取り組みを発表する全国大会「低炭素杯

2013」に出場し、「最優秀地域エコ活動賞」を受賞しました。 

「長岡京市ゲンジボタルを育てる会」は、ゲンジボタルの

住む小泉川の河川美化活動をはじめ、ホタルの保護活動や人

工飼育の活動を行ってきました。平成 3 年からは、ホタル観

賞会を実施し、環境意識の啓発も行っています。さらに平成

6 年からは流域自治会も会員として加わり、川の一斉清掃活

動や河川パトロール運動を行うなど、地域との関わりは一層

広がっています。このような永年の取組みが評価され、平成

25 度に環境省から「みどりの日」自然環境功労者環境大臣表

彰を受けました。 



2 

 

 

 

 

 長岡第四小学校では、家庭から排出されるごみの中で最も多く、多

量の水分を含むために焼却に多くのエネルギーを使用する生ごみを、

地域のごみ収集日に合わせ、児童や地域住民が専用の密封容器に入れ

て学校に持参し、コンポストにより堆肥化する取組を実践しています。 

当初は“目指せ１ｔ”を合言葉に、一学年だけで取り組んでいまし

たが、今では児童が住むマンションにも児童自らが呼び掛けるなどし、

地域住民の家庭の生ごみも学校に持ち込まれています。 

また、校区の地域コミュニティや市民環境団体の方々など、子ども

からお年寄りまで多くの方々に活動に加わっています。 

完成した肥料は、学校菜園や地域の農家で使用され、収穫された野

菜を給食の食材として活用することで、校区内における地産地消が実

践されています。 

この取り組みが、全国 3,000 以上の応募から選抜され、２月に出

場した「低炭素杯 2014」では、「最優秀次世代賞」に輝きました。 

 

 

 

 

 

 長岡第九小学校では、中間休みに学校を見回り、不要な電気を消して回る「せつでん九九たい」

が活躍しています。「せつでん九九たい」は、鈴木校長先生を隊長に、レッド、ブルー、グリーン、

パープル、オレンジ…などのバッジをつけて、子どもたちが交代で校内を見回り、トイレや教室の 

つけっぱなしの電気を消して回ります。楽しそうに校舎内を歩き回る「九九たい」に、ほかの子ど

もたちもついて来たり、「今度はいつやるの？私も！」という声も。校長先生は、「楽しくやってい

ることが伝わって、節電が身についてくれれば、と思っています。楽しくやることが節電の極意！」

とおっしゃっていました。強制してやるのではなく、やりたいときにやるのも、継続の秘訣だそう。

家庭でも「せつでん九九たい」を見習って楽しく節電したいですね。 
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 12月の阪急西山天王山駅の開業に伴い整備された市営駐車

場に急速充電器を設置しました。 

 また２月には、国の補助を受けて、市役所駐車場内にも急速

充電器を設置しました。 

 充電器の設置場所は、自動車のカーナビゲーションシステム

にも反映されているため、利用者は徐々に増加しています。 

【西山天王山駅市営駐車場】 

 ・充電器の利用料金＝無料（別途駐車場利用代金要） 

 ・年中無休、２４時間利用できます。 

【長岡京市役所】 

・充電器利用料金＝無料（別途費用なし） 

   ・平日午前８時３０分～午後５時（土日祝日・年末年始は利

用できません。） 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 


